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新
ヽ
い
牛
移
地
４́
■
ｔ
ｌｔ
。
．

昨
年
は
、
・扶
く
盆
く
３
チ
絡
体
お
い
て
、
オ
な́
さ
マ
与
ム
で

とヽ

土
ヽ
イｔ
。
多
■
分
人
が
拭
子
久
い
、
争
ェ
も
の
分

―
じ
イ
数

市

や
そ

よ

の
ｆ
ツ
タ
ル
れ
ヽ
対

宝
ざ
ヽ

て
４

り
，
ネ
ま
ｔ
に
ギ

二

京
え
の
竜
権
素
域
の
み
≧
十
ど
得

藤
ヽ
十
け
み
ド
十
～
十
１！‐器
．え

十
ど
■
生メ
甘
さ

|

た
々
十
，
４

久
修
辟
方
どｉ一生
■

盛
伊
場
締
子
久

，
イ
■
芸

世
界
で
最
も
有
名
な
図
書
館
コ
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図

書
」
の
舞
台
裏
と
、
「未
来
を
つ
く
る
図
書
館
―
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
の
報
告
」
と
い
う

一
冊
の
本
に
出
会
い
ま
し
た
。

就
職

・
企
業
支
援
、
医
療
情
報
提
供
に
宿
題
ヘ
ル
プ
、
電

子
本
提
供
か
ら
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
ま
で
、
作
家
Ａ
映

画
監
督
、
俳
優
、
音
楽
家
を
育
て
、
第

一
線
で
活
躍
す
る

人
び
と
が
喜
ん
で
駆
け
つ
け
る
。

市
民
の
創
造
性
や
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
個
人
の
存

在
能
力
を
開
花
か
さ
せ
る
「現
代
の
情
報
拠
点
」
！
　
一互
ト

ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ｌ

こ
ん
な
図
書
館
が
町
田
に
あ
つ
た
な
ら
、
い
や
、
町
田

の
図
書
館
も
そ
う
な
っ
て
欲
し
い
、
な
ろ
う
と
し
て
い
る
、

そ
ん
な
思
い
で
、　
コ
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
に
学
ぶ

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
図
書
館
運
営
の
現
状
と
課
題
」
、　
コ
一

ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
と
理
想
」
、

「今
後
の
町
田
市

立
図
書
館
の
目
指
す
あ
り
方
」
を
、
前
向
き
に
議
論
し
ま

し
た
。
町
田
市
立
図
書
館
も
今
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書

館
の
よ
う
に
、
図
書
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
就
労
支

援
、
構
が
い
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
音

支
援
な
ど
、
貸
ｔ
出
し
以
外
の
取
り
組
み
を
、
地
域
で
活

動
す
る
多
く
の
ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

の

方

々
と

一
緒

に
、

市
民
の
皆
さ
ま

の

人
生
に
と

つ
て
よ

り
身
近
で
価
値

の

高

い
図
書
館
を

つ

く

っ
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
の

拠
点
と
し
て
、
夢

を
か
な
え
る
場
と

な
る
こ
と
を
目
指

し
て
１

２
０
２
０
年
１
月
３０
日
に
、
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー
周
辺
地
域
ま
ぢ
づ
く
り
協
議
会
か
ら
市
長
へ
、

地
域
の
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
を
描
い
た

「患
生
地
区
ま
ち

づ
く
句
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
稼

働
セ
と
も
に
い
（仮
称
）
町
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園
い
健
康
増

進
温
浴
施
設
が
具
現
化
さ
れ
る
２
０
２
２
年
を
目
途
に
４

周
辺
の

「健
康
と
環
境
の
先
進
地
域
」
と
し
て
の
構
想
ど

整
備
を
、
地
域
の
思
い
と
と
も
に
、
質
醍
し
ま
し
た
。

９
月
め
穂
生
地
区
市
政
懇
談
会
で
は
、
要
望
事
項
た
し

て
、
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
り

「
バ
リ
ユ
ー
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
」
と

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
市
次
期
長
期
構
想

・

長
期
計
画

・
前
期
実
施
計
画
等
へ
の
位
置
付
け
が
求
め
ら

れ
、
具
体
商
に
、

「尾
根
緑
道
に
隣
接
す
る
緑
地
を
公
園

セ
し
て
整
備
す
る
」
こ
と
も
昇
望
さ
れ
ま
し
た
。
ト

そ
の
内
容
は
、
尾
根
経
と
の
常
盤
公
園
周
辺
の
組
地
は
、

市
傾
斜
の
雑
木
林
で
町
田
街
道
ま
で
続
い
て
お
り
、

「丹

沢
連
峰

・
富
士
山

・

相
模
台
地
」
等
を
見

晴
ら
せ
る
景
観
が
素

晴
ら
し
い
丘
陵
の
緑

地
で
す
。
町
田
市
の

将
来
の
貴
重
な
財
産

と
し
て
、
観
光
の
名

所
と
し
て
、
ま
た
忠

生
地
区
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
盛
り
込

ま
れ
た
こ
の
地
域
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
フ

ッ
ト
パ
ス
な
ど
の
緑

と
健
康
づ
く
り
の
ス

ポ

ッ
ト
と
な
る
よ
う

に
、
全
体
を
公
園
と
し
て
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特

に
旧
常
盤
病
院
跡
地
を
公
園
用
地
と
し
て
確
保
お
願
い
し

ま
す
。
公
園
の
整
備
方
向
と
し
て
は
、
①
桜
を
中
心
に
四
季
ご

土

ヽ
怯

の
白

独

芳

も
垢

”４
Ｋ
と

す
。
永

†

不

■
際

亀

ケ
ホ
ト
・ム
．・レ
ス

対
魚
そ
牟

ｔ
ａ
ォ
、
４
未
卜
い
け
て
イ
θ
θ
θ
蛍
を
球
春
す
な
十
ど
、

の
察
望
Ｌ
バ
え
、
多

く
の
代

関

十
ず

ア
ン
一Ｔ

一ア

回

（

ト

碇
祐
ｋ
宝
、
千
処
ｔ
士

々
け
て
の
対
熊
卜
粂
～
泳
ｔ
主
く
よ
。

と
卜
い
イ
Λ
を
条
～
処
す
て
ヽ
芥
び
ラ
イ
ア
ス
タ
イ
″
、
ま
ち
一クく
ケ
‘
ト
ア‐
フ
タ

‐
こ
チ
、
煮
衡
さ
い
え
と
く
、
烈
空
ｋ
て
いい
れ
ド
ｆ
～
ま
て
ん
。■そ
秩
怠
ｔ
宏

への
セ布
望
を
ｈ特
ヽ
■
，”
■
ボ
併
ヶ
一
４
■
み
ヶ
立
ヽ
に
。

ｉ　
　
・
一　
　
　
・■

一
日
で
も
千
で
、
猾
饗
３
チ
ウ
イ
ル
ス
怠
４
ボ
終
息
く
、
新
ｌｔ，
フオ
フ
ス
サ

イ
ル
で
、
〈
手

ヽヽ
そ
玖

い
手

と
イ
す
ま
す
―

つ
卜
！
願

い
、

ａ

さ
盆

ェ

ネ

～
盆

ん
で
故

いう
■
す
。
本
牛
も
女
ヽ
十
好
履
Ｆ
任
ｔ
ｔ
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

二

本
オ
♂
牛
え
ユ
　
　
　
　
・
―
オ峰
口
†
鍬
ハ
鍮
ス
　
旗
世
ロ

牽
.年
―

■

■

■

■
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と
の
各
種
花
木
を
植
樹
し
た
花
の
山
公
園
と
し
て
整
備
、
②
自
然
環

境

。
景
観
等
の
保
持
に
つ
と
め
、
散
策
路
、
休
憩
所
、
展
望
台
の
設
置
、

③
現
在
の
常
盤
公
園
や
旧
常
盤
病
院
跡
地
を
中
心
的
な
公
園
と
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
要
望
は
、
ず

っ
と
ず

っ
と
前
か
ら
、
地
域
に
住
む
人
々
の
夢
で

も
あ
り
ま
し
た
。
戦
車
道
路
と
い
う
歴
史
を
背
負

い
、
平
和

へ
の
道
と

や
す
ら
ぎ
と
憩
い
の
場
と
し
て
の
願
い
も
こ
め
て
尾
根
緑
道
と
な
り
ま

し
た
。
以
後
ず

っ
と
地
域
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
１２
月
６
日
は
、

常
盤
町
内
会
の

一
斉
清
掃
日
で
し
た
。
町
内
会
員
総
出
で
、
班
毎
に
そ

れ
ぞ
れ
近
所
に
掃
除
を
し
た
あ
と
に
、
子
ど
も
会
、
子
ど
も
た
ち
も

一

緒
に
、
み
ん
な
で
尾
根
緑
道
を
掃
除
を
し
ま
し
た
。
そ
の
横
を
、
リ

ュ

ツ
ク
を
背
負

っ
て
た
多
く
の
方
々
が
歩

い
て
い
き
ュ
し
だ
ｏ
地
域
み
ん

な
で
あ
た
た
か
く
お
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
夢
の
デ
ザ

イ
ン
が
実
現
し
た
時
は
、
地
域
内
外
か
ら
も
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ

き
、
心
身
ｔ
も
に
健
康
に
な
っ
て
い
耽
だ
き
た
い
と
つ
思
い
も
あ
り
ま

す
。今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ
の
思
い
も
大
き
く
、
ふ
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

地
域

の
思
い
の
具
現
化
に
向
け

て
、

「
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
リ
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
尾
根

緑
道

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
市

の
認
識
」
、
そ
し
て
、

「
尾
根
緑

道
か
ら
、
プ
ー
ル
も
含
め
た
、
健

康
、

ス
ポ
ー
ツ
周
辺
施
設
と
も

一

体
化
し
た
尾
根
公
園
構
想

へ
」
と

求
め
て
質
問
し
ま
し
た
。

今
後
町
田
市
と
と
も
に
、
尾
根

緑
道
を
歩

る
い
た
り
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
み
、

（仮
称
）
町
田

】
ス
ポ
ト
ツ
公
園
で
運
動
を
し
て
い

た
方
が
、
町
田
市
立
室
内
プ
ー
ル

敷
地
内

の
健
康
増
進
温
浴
施
設

で

汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
等
、
こ
の
地
域
の
緑
豊
か
な

尾
根
緑
道
や
泳
溶
さ
と
の
森
、
常

盤
公
園
や
健
康
増
進
温
浴
施
設
等

と
相
互
利
用
を
高
め
る
こ
と
で
、

こ
の
地
域
の
魅
方
向
上
に
つ
な
げ

て

ぃ
き
ま
す
。

そ

の
年

度

は
、

２
０
２
２
年
１
も
う
す
ぐ
で
す
。

命
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ｈ
ボ
ナ
ｒ
登
録
。

骨
髄
移
植
や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
は
、
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血

な
ど
の
病
気
に
よ
つ
て
、
正
常
な
造
血
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
つ

た
な
者
さ
ん
の
造
血
幹
細
胞
を
、
健
康
な
方
の
造
血
幹
細
胞
と
入
れ
替

え
る

（実
際
は
ド
ナ
ー
か
ら
採
取
さ
れ
た
造
血
幹
細
胞
を
点
滴
静
注
す

る
）
こ
と
に
よ
り
、　
造
血
機
能
を
回
復
さ
せ
る
治
療
法
で
す
。

日
本
で
は

「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
」
が
１
９
つ
２
年
か
歩
開
始
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
骨
髄
移
植
や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ん
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
２
０
０
０
人
程
度
で
す
。　
一

人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
狭
う
た
め
に
は
、　
一
人
で
も
多
く
の
ド
ナ

ー
登
録
が
必
要
で
す
。
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
登
録
も
減
っ
て
い
ま
す
。

一
ド
ナ
ー
を
待
つ
患
者
さ
ん
に
と
つ
て
は
「
あ
な
た
の
登
録
が
、
大
き

な
希
望
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
青
年
会
議
所
の
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
運
動
を
通
じ
て
、
１０

数
年
前
に
ド
ナ
Ｌ
登
録
し
、
今
年
、
適
合
通
知
が
届
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
家
族
や
支
援
者
、
多
く
の
人
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
骨
髄
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
だ
れ
に
よ
会
え
な
い
中
で
の
手
術
と
５
日
間
の
入
院

生
活
の
な
か
で
、
あ
ら
た
め
て
、
伝
た
た
い
こ
と
、
べ
き
こ
と
に
思
い

を
い
た
し
、
こ
れ
ま
で
、
請
願
や
委
員
会
で
発
言
を

つ
づ
け
て
き
ま
し

た
が
、
あ
ら
た
め
て

「
骨
髄
移
植

‐ド
ナ
ー
支
援
に
つ
い
て
」
、
質
問
し

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
骨

髄
移
植
ド
ナ
ー
に

つ
い
て
の
理
解

い

た
だ
く
知
識
と
周

知
を
主
要
な
事
業

と
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町
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も
東
京
都

と
連
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し
て
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先
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に
実
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て

い
る
名
骨
髄
移
植

ド
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援
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庭

」

を
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ド
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。
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で
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※町田市議会定例会、本会議(一般質問9月 2,日 )の模様が町田市
議会インターネット録画中継にアツプされています。

検索二町田市議会ホームペエジ→議会中継二本会議録画中継→

令和2年 9月 2日 →藤田学

藤田学<9月定例会 本会議一般質問>概略です。

藤田学(自由民主党)       .
学: 新型ヨFナウイルス感染症の対策と回対応地方創生臨時交付
金等も含めた財政見通しについて
市長 : 今後、数年Fロヨは市不見の減び傾向が続くと見込んでおりま
す。自立的な財政運営が困難になり、市債などに依存せざるを得な
い財政状況になると認識しております。

学: 今後を見据えた保健所の即応体制の整備について。
保健所長: 保健所全体で対応体市uを取り感染症担当以外の保
健師も当番制で感染症業務を行う体制となちていまi

学: 市民病因の現状と今後の対策について。
市民病院事務部長: 今後の対策ですが、これまで控えていた検査
や手術を再開することで患者数の回復を図ちていきます。また、現役
に対して、部の補助金を活用し、減益幅の庄縮に努めていきます。
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付
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市
民
病
院
事
務
部
長
　
今
後

の

対
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で
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が
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こ
れ
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控
え
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い
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や
手
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を
再
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こ

と

で
患
者
数
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回
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図
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ま
た
、
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に
対
し
て
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都

の
補
助
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用
し
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減
益
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コロナ対策と今後の財政見通し

「町田市議会だより」が発行されました。
令和2年 9月 定例会 (第 3回 )9月 2日

後コ

のロ

財ナ

と

し
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藤田学事務所
〒194・0213 町田市常盤町3594■
TEL:09o-4070-3283 FAX:042-797-4646
E― mail:gaku f24hOgmail cOm

逮プログ httμ〃adeЫ oヽ p/gakutv/

懇 回 目 画 醸  軍異 窪 暫 ぽ 縮 葦 鐘 墓 羅 電担翠 旱税
24年 3月には副議長に就任。現在町田市ソフトボール連盟副会長。町国市マ

ィットゴルフ協会顧問。町田市文化芸術振興議員連盟副会長。健康福祉常任
委員会。自由民主党町田総支部政務調査会長。 .


